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44 CIAS Discussion Paper No. 31　洪水が映すタイ社会──災害対応から考える社会のかたち
す。現在の農業大臣は元灌漑局長で、なおかつ2011年
の政権交代に関係なく一貫して農業大臣をやってい
ます。つまり彼は水のプロであり、なおかつ権限をずっ
と握っているわけです。その彼が事情を熟知している
にもかかわらず、深刻な洪水被害を回避できなかっ
た。まったく責任がないということはたぶんありえ
ず、ミスをしている側面がおそらくある。
　では、その大臣がなぜ更迭されないのかというとこ
ろに、タイ研究者は興味がいく。「こんな失敗をした
ら、クビだろう」と思われ、与党内部にも「クビを切れ」
という声がありました。しかし、切られない。首相より
も有力な勢力とのコネが太いので、クビが飛ばないと
いうことでしょう。
外は水浸しでもバンコクだけは守る
バンコク都庁の姿勢
　タイでは、国政レベルではタックシン派のプアタ
イ党が政権を握り、バンコクは都知事も都議会も都の
区議会もすべて野党の民主党が握っております。した
がって、与党・野党が中央政府対バンコク政府で対立
するかたちになっています。
　星川さんのご説明にありましたように、輪中を造っ
て守っているのは、やや乱暴に言うとバンコク以外に
はありません。バンコクだけが輪中化しているので、
そこにダムを造ったような状況になって、内側は守る
けれども外は水浸しで水がひかないということにな
ります。それがわかりきっているにもかかわらず、バ
ンコク都庁は上流から押し寄せた水をバンコク市内
に入れようとしませんでした。
　政府与党や首相も、バンコク市内に強引に水を流す
ことはしませんでした。したがってバンコクの北側、
町の北側、輪中堤防がある北側はずっと水に浸かった
ままの状況になって、なかなかひかずに真っ黒な水が
たまることになりました。負担を押しつけられた人た
ちは不満を持ちました。
　たとえば2012年４月、バンコクのすぐ北側、今回水
害でひどい浸水被害を受けたパトゥムターニー県で
下院議員の補欠選挙があって、与党は負けました。与
党が負けた理由は洪水のせいだとタイでは説明され
ています。洪水は与党に逆風というのは、まことしや
かな説明です。しかしたぶんそれは正しくありませ
ん。タックシン全盛時代から一貫して、タックシン派
与党は政権選択選挙になる総選挙では強いものの、補
欠選挙では弱いからです。
王室の存在があるからこその
バンコク至上主義
　やはりこの国は王室が中心だと言えます。バンコク
だけをなにがなんでも守るのはなぜでしょうか。バン
コクはお金持ちが多く、経済的に大事なものがたくさ
んあるからだという説明が従来されてきました。しか
し2011年の洪水のときには、全世界に部品を供給す
る重要な生産拠点が多くある上流の工業団地のほう
が経済価値ははるかに高いにもかかかわからず、そこ
を全部水浸しにしてバンコクを守ってどうするのだ
と、一部の知識人が指摘しました。それでも、バンコク
至上主義でした。それはバンコクのオーナーがだれか
を考えれば、察しがつくと思います。それは、岩城さん
がよくご存知のとおり、中心部の土地はだれのものか
ということです。その経済的価値を維持するためには
当然守らなくてはいけないわけであります。
　洪水の被害のあと、政権は「お前らのヘマだ」と言わ
れて、メディアや野党から叩かれました。叩かれたと
きに、首相がどう対応したかと言えば、委員会を作り
ました。王党派に受けのよい人を中心に据える委員会
を設置して、その人に大きな役割を担わせました。つ
まり「これからは洪水対策は王様のお考えどおりに進
めていきます」という意思表示をすることによって批
判を封じこめようとしました。
王室への配慮から
スマトラ沖地震の津波警報を流せなかったタイ
　今日は災害が一つのトピックですので、関連する余
談として最後に一言申しあげます。2012年4月にス
マトラ沖で大きな地震がありました。私はタイにはお
りませんでしたが、報道されているところによると、
テレビでは津波への警戒を呼びかける速報が流れな
かった。なぜか。その日は特別番組をしていた。その特
別番組というのは、6 世王の王女の葬式の様子を延々
と中継していたわけです。葬式は１日では終わりませ
ん。身分が高いほど長く続き、何日も流している。すべ
ての局が特番をうっていて、中断したり、テロップを
入れたりすると不敬罪だと叩かれる可能性があるの
で流せなかった。それに対しては、王党派の側から「流
してよい」という指示を出していたと後から言われて
います。しかし、実際は流れていないので、中継を止め
たらまずいということで、たぶん怖くてだれも速報を
流せなかったのでしょう。
　こういう国なので、洪水対策も王室と無関係には進
まないということです。
